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「
ス
ラ
ン
プ
の
時
に
こ
そ

自
分
と
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
時
間
が
自
身
を

大
き
く
成
長
さ
せ
る
」
―
―

３
月
２２
日
、
日
本
武
道
館
で

の
母
校
の
卒
業
式
に
出
席
、

１０
年
先
輩
と
し
て
祝
辞
を
送

っ
た
。
後
輩
約
４
２
０
０
人

に
語
っ
た
こ
と
ば
に
は
説
得

力
が
あ
っ
た
。
「
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
」
と
い
う
高
校
時
代
か
ら

抱
き
続
け
た
夢
を
、
幾
多
の

挫
折
を
乗
り
越
え
て
３０
歳
で

か
な
え
た
。「
い
つ
か
必
ず
チ

ャ
ン
ス
が
来
る
。
そ
の
時
ま

で
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
」

岐
阜
市
の
出
身
。
中
学
で

は
短
距
離
陸
上

で
活
躍
。
地
元

の
岐
阜
県
羽
島

北
高
進
学
に
あ

た
り
「
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
が
強
い

高
校
だ
か
ら
や

っ
て
み
た
ら
」

と
言
わ
れ
、
思

い
切
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
。

「
白
い
タ
イ

ツ
を
は
い
て
い

て
カ
ッ
コ

悪

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、

始
め
て
み
る
と
が
ら
り
と
変

わ
り
夢
中
に
な
っ
た
。
持
ち

前
の
瞬
発
力
、
脚
力
を
生
か

し
て
め
き
め
き
頭
角
を
現

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
フ
ル

ー
レ
個
人
優
勝
。

専
大
で
は
主
将
を
務
め
、

イ
ン
カ
レ
団
体
優
勝
な
ど
を

経
験
し
た
が
、
選
手
と
し
て

大
事
な
時
期
の
３
年
次
あ
た

り
か
ら
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
、

思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ
な

く
な
る
。
入
学
時
か
ら
期
待

さ
れ
「
勝
た
な
け
れ
ば
」
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
い
つ

も
あ
っ
た
。

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
な
事
故
に
遭
う
。
社

会
人
２
年
目
で
、
選
手
生
活

を
脅
か
す
よ
う
な
大
け
が
に

見
舞
わ
れ
た
。
練
習
中
に
左

じ
ん
た
い

膝
の
前
十
字
靭
帯
断
裂
。
競

技
生
活
を
や
め
よ
う
と
何
度

も
思
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で

も
立
ち
直
り
、
サ
ー
ブ
ル
を

持
ち
続
け
た
の
は
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
う
夢
が
あ
っ
た

か
ら
」。

こ
う
し
て
手
に
し
た
２
０

１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
切

符
。
日
本
女
子
フ
ル
ー
レ
で

団
体
７
位
入
賞
の
原
動
力
と

な
っ
た
。
１
９
８
４
年
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
五
輪
の
８
位
を
し

の
ぐ
快
挙
だ
。

専
大
出
身
の
五
輪
同
種
目

出
場
は
、
東
京
五
輪
（
１
９

６
４
年
）
の
大
和
田
智
子
さ

ん
（
昭
４２
商
）
ら
に
続
く
。

幾
つ
も
の
山
を
越
え
て
き

た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
人
間
。
岐
阜

ト
ヨ
タ
自
動
車
で
勤
務
を
続

け
な
が
ら
「
今
後
は
後
輩
選

手
を
支
え
て
い
き
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
。

書
家
と
し
て
世
界
的
に
活
躍
す
る
仲
川
恭
司
文
学
部

き

ご
う

れ

っ

こ

は

教
授
は
こ
の
ほ
ど
、
新
春
展
で
揮
毫
し
た
書
「
裂
古
破

こ
ん今

」を
専
修
大
学
に
贈
っ
た
。

仲
川
教
授
が
理
事
を
務
め
る
毎
日
書
道
会
の
「
２
０

１
５
年
現
代
の
書

新
春
展
」に
出
展
し
た
作
品
で「
裂

い
に
し
え

古
破
今
」
は
「
古
を
裂
い
て
今
を
破
る
」
と
い
う
意
味

の
禅
語
か
ら
。
濃
墨
に
よ
る
豪
快
な
筆
致
で
表
現
し

た
。仲

川
教
授
は
書
道
を
通
し
て
芸
術
の
教
育
と
人
間
教

育
を
進
め
て
い
る
。
「
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
を
打
ち
破
っ
て

ひ
ら

新
た
な
自
己
世
界
を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
と
い
う
前
向

き
な
生
き
方
を
こ
め
て
筆
を
執
っ
た
」
と
話
し
、「『
裂

古
破
今
』
は
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
に
重
な

る
」
と
本
学
へ
の
寄
贈
を
決
め
た
と
い
う
。
作
品
は
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
学
長
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

黒
田
博
樹
さ
ん
の

『
決
め
て
断
つ
』

広
島
東
洋
カ
ー
プ
復
帰
で

日
米
の
球
界
を
驚
か
せ
た
黒

田
博
樹
さ
ん（
平
９
商
）の
著

書
『
決
め
て
断
つ
』
が
、
新
た

に
文
庫
本
と
し
て
３
月
に
発

売
さ
れ
た
。
黒
田
さ
ん
の
哲

学
が
つ
ま
っ
た
一
書
。

同
書
は
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
か

ら
Ｆ
Ａ
と
な
っ
た
２
０
１
１

年
に
、
一
度
は
広
島
復
帰
を

決
断
し
な
が
ら
も
最
終
的
に

は
ヤ
ン
キ
ー
ス
を
選
ん
だ
経

緯
な
ど
を
書
き
、
１２
年
に
発

売
さ
れ
た
。

文
庫
化
に
あ
た
り
、
最
も

フ
ァ
ン
が
知
り
た
い
広
島
東

洋
カ
ー
プ
復
帰
決
断
の
心
情

を
は
じ
め
、
元
チ
ー
ム
メ
ー

ト
の
証
言
な
ど
約
５０
㌻
に
わ

た
っ
て
大
幅
に
加
筆
し
た
。

専
大
時
代
の
様
子
も
存
分

に
描
い
て
い
る
。
上
宮
高（
大

阪
市
）
で
控
え
投
手
だ
っ
た

が
、
大
志
を
抱
い
て
専
大
の

門
を
く
ぐ
り
エ
ー
ス
ピ
ッ
チ

ャ
ー
と
し
て
開
花
、
神
宮
で

大
学
生
の
な
か
で
初
め
て
１

５
０
㌔
を
マ
ー
ク
。
こ
こ
で

の
努
力
や
経
験
が
黒
田
さ
ん

の
原
点
だ
。
（
ワ
ニ
文
庫
・

税
込
み
価
格
・
８
８
８
円
）

削
り
屋

上
野
歩
著

小
説
す
ば
る
新
人
賞
受
賞

作
家
の
上
野
歩
さ
ん
（
昭
６３

文
）
が
、
手
作
業
で
切
削
加

工
を
行
う
職
人
の
世
界
を
描

い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
機
械
削
り
が
主
流
の
中

で
、
若
い
主
人
公
は
五
感
を

研
ぎ
澄
ま
せ
、
腕
を
磨
い
て

い
く
。
技
能
五
輪
全
国
大
会

に
出
場
す
る
ま
で
に
成
長
し

た
彼
は
、
果
た
し
て
頂
点
に

立
て
る
の
か
―
―
。

巻
末
の
「
謝
辞
」
の
最
後

に
	
盟
友


と
し
て
株
式
会

社
Ｎ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
社

長
、
内
原
康
雄
さ
ん
（
昭
６３

経
営
）
の
名
前
が
み
え
る
。

本
書
は
２
０
１
２
年
１０
月
か

ら
約
１
半
年
に
わ
た
っ
て
Ｎ

Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
に
連
載
さ
れ
た
『
Ｋ

Ｅ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ

削
り

屋
』
を
加
筆
改
稿
。
学
生
時

代
、
よ
く
二
人
で
小
説
や
映

画
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
い

う
校
友
２
人
の
タ
ッ
グ
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。

中
小
製
造
業
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
び
、
大
手
企
業
と

の
橋
渡
し
を
す
る
内
原
さ
ん

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る

だ
け
に
、
町
工
場
に
息
づ
く

職
人
技
の
奥
深
さ
、
も
の
づ

く
り
に
対
す
る
誇
り
が
描
か

れ
て
い
る
。
（
小
学
館
文
庫

・
本
体
６
５
０
円
＋
税
）

今
年
３
月
に
本
学
を
定
年

退
職
さ
れ
た
新
井
勝
紘
元
文

学
部
教
授
（
日
本
近
代
民
衆

史
）
の
退
職
を
記
念
す
る
講

演
と
パ
ー
テ
ィ
ー
が
３
月
７

日
、
東
京
・
銀
座
で
催
さ
れ

た
。新

井
教
授
と
悦
子
夫
人
、

新
井
ゼ
ミ
の
１
期
か
ら
１６
期

ま
で
の
卒
業
生
と
在
学
生
、

大
学
院
生
の
合
わ
せ
て
約
１

０
０
人
が
一
堂
に
会
し
、
年

代
を
超
え
た
交
流
で
和
や
か

に
盛
り
上
が
っ
た
∥
写
真
。

新
井
教
授
は
、
学
生
の
自

主
性
を
尊
重
し
た
指
導
で
学

生
と
家
族
の
よ
う
な
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
る
。
４
年
次

生
を
福
生
市
の
ご
自
宅
に
招

い
て
の「
福
生
ゼ
ミ
」で
は
、

卒
論
指
導
の
ほ
か
、
悦
子
夫

人
が
手
料
理
で
も
て
な
し
て

く
だ
さ
る
。
ま
た
、
陸
上
部

の
ゼ
ミ
生
が
箱
根
駅
伝
に
出

場
す
る
際
に
は
、
手
作
り
の

応
援
旗
で
沿
道
に
か
け
つ

け
、
学
業
以
外
で
も
常
に
温

か
く
見
守
っ
て
支
え
て
こ
ら

れ
た
。

卒
業
す
る
ゼ
ミ
生
に
は
、

自
分
が
今
い
る
場
所
で
最
善

を
尽
く
す
こ
と
が
人
間
の
生

き
方
と
し
て
最
も
大
事
と
い

う
意
味
を
込
め
、
「
人
間
至

る
処
に
青
山
あ
り
」
と
い
う

言
葉
が
贈
ら
れ
る
。
新
井

教
授
か
ら
の
教
え
と
言
葉
を

胸
に
、
多
く
の
卒
業
生
が
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
最

善
を
尽
く
し
活
躍
し
て
い

る
。

（
武
藤
拓
矢
∥
平
１９
文
・
６

期
ゼ
ミ
生
）

〈
写
真
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
支

部
総
会
〉

▽
４
月
２５
日
（
土
）
１５
時
～

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１５
階

「
報
恩
の
間
」

真
行
寺
裕

氏
☎
０３
・
３
３
１
２
・
２
５

６
７

〈
専
修
鳳
歩
こ
う
会
総
会
〉

▽
４
月
２５
日
（
土
）
１５
時
～

▽
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
す
ぐ
「
川
崎

日
航
ホ
テ
ル
」

多
藝
義
明

氏
☎
０
９
０
・
４
３
９
６
・

０
８
２
０

〈
不
動
産
建
設
黒
門
会
総

会
〉

▽
５
月
９
日
（
土
）
１６
時
～

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
階
８

Ａ
会
議
室

大
木
寛
之
氏
☎

０
８
０
・
３
４
１
３
・
４
８

４
２

〈
北
九
州
支
部
総
会
〉

▽
５
月
１６
日
（
土
）
１８
時
３０

分
～
▽
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
す
ぐ

「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小

倉
」

前
原
康
史
氏
☎
０
９

０
・
３
３
２
８
・
０
４
１
８

〈
下
関
支
部
創
設
３０
周
年
記

念
総
会
〉

▽
５
月
１７
日
（
日
）
１８
時
３０

分
～
▽
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
か
ら
車

１０
分
「
春
帆
楼
本
店
」

原

義
浩
氏
☎
０
８
３
・
２
６
７

・
３
１
８
１

〈
岐
阜
県
連
合
支
部
総
会
〉

▽
５
月
３１
日
（
日
）
１０
時
３０

分
～
▽
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
か
ら
車

５
分
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ

ー
ル
岐
山
」

野
口
晃
男
氏

☎
０
９
０
・
２
６
１
４
・
０

４
３
０

合
格
者
計
１５
人
に

公
認
会
計
士

２
０
１
４
年
度
公
認
会
計

士
試
験
で
卒
業
生
３
人
の
合

格
が
新
た
に
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
学
か
ら
の
合

格
者
は
在
学
生
４
人
、
卒
業

生
１１
人
の
合
計
１５
人
と
な
っ

た
。判

明
し
た
卒
業
生
は
次
の

と
お
り
（
２
人
は

非

公

表
）
。

秋
山

将
次
郎
さ
ん
（
平
２２

経
営
、佐
賀
県
弘
学
館
高
校
）

今
枝
英
治
氏
（
い
ま
え
だ

・
え
い
じ
∥
昭
５４
法
）
小
津

産
業
㈱
の
代
表
取
締
役
社
長

に
６
月
就
任
予
定
。
本
社
∥

東
京
都
。
１
６
５
３
年
創

業
。
不
織
布
、
洋
紙
・
紙
製

品
な
ど
の
国
内
販
売
・
加

工
、
輸
出
入
。

無
料
法
律
相
談
会

校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」
（
後

援
∥
校
友
会
、
今
村
記
念
法

律
事
務
所
）
の
今
年
度
の
開

催
予
定
は
次
の
と
お
り
で

す
。申

し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
今
村
記
念
法
律
事
務
所

☎
０３
・
３
２
６
４
・
１
７
２

１
ま
で
。
相
談
に
は
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
１
階
「
今
村
記
念
法

律
事
務
所
」

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

▽
４
月
１５
日
▽
５
月
２０
日

▽
６
月
３
、
１７
日

▽
７
月
１
、
１５
、
２９
日

▽
９
月
１６
日
▽
１０
月
１４
日

▽
１１
月
１８
日
▽
１２
月
１６
日

▽
１
月
１３
日
▽
２
月
１７
日

▽
３
月
１６
日

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９
時

３０
分ア

ド
ニ
ス
７１
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
７１

号
」
が
４
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
「
商
学
部
創
設

５０
周
年
記
念
座
談
会
」
を
は

じ
め
、
「
わ
れ
ら
専
修
人
」

で
は
内
田
昌
昭
さ
ん
（
昭
５３

経
済
）、
鎌
形
義
憲
さ
ん（
昭

５８
法
）を
紹
介
。
ま
た
、「
体

育
会
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
特
別
編
）
」
で
は
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
総
括
と
し
て

支
え
て
き
た
新
関
光
一
さ
ん

（
昭
５２
経
済
）
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

＜校友＞

仲
川
教
授

渾
身
の
力
作

裂
古
破
今

▼ 仲川教授（右）と矢野学長＝生田・学長室で

本
学
に
寄
贈

ゼミ生、卒業生ら１００人集う

新井教授退職記念

夢…決してあきらめないで

ロ
ン
ド
ン
五
輪
出
場

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
入
賞
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